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善悪＝
歩詑

報

昭
和
十
九
年
度
第
＋
五
回

九

州

史

車

合

同

大

曾

本
年
度
春
季
大
舎
は
五
月
三
十
日
久
留
米
市
に
於
て
市
首
局
の
後
援
を

得
て
開
催
し
た
o
午
前
中
は
石
橋
徳
次
郎
氏
邸
に
書
畜
を
見
事
、
午
後
一

時
宇
よ
り
全
市
金
丸
岡
民
早
校
時
間
堂
に
て
講
演
合
を
開
催
、
国
民
串
校
教

員
を
始
め
一
般
聴
衆
者
多
数
に
て
頗
る
虚
合
で
あ
っ
た
。
講
演
合
終
了
後

六
時
よ
り
A
留
米
市
野
中
屋

ιて
晩
蚕
合
及
研
究
護
表
舎
を
行
ふ
＠
市
長

を
始
め
市
教
育
際
、
民
木
泉
守
願
彰
曾
の
方
々
御
出
席
に
て
廃
合
鯉
八
時

間
曾
し
た
。
終
り
に
今
度
の
春
季
大
舎
に
於
い
て
市
長
を
始
め
久
留
米
市

嘗
局
の
多
大
の
御
好
窓
、
及
び
重
要
美
術
ロ
聞
を
快
〈
見
事
さ
せ
て
下
さ
っ

た
石
橋
徳
次
郎
氏
の
御
好
防
を
厚
〈
感
謝
す
。

石
橋
徳
次
郎
氏
邸
展
覧
目
録

一
、
後
西
天
皐
御
懐
紙
詠
水
郷
眺
望

一
、
銅
製
純
筒
天
永
一
克
年
十
二
年
目
銘
永
浦
寺
祉
都
民
描

一
、
石
山
切
伊
勢
集
断
簡

－
、
歌
合
断
簡
左
旗
門
待
女
御
右
式
子
内
親
王

一
、
賀
民
詣
園
北
野
総
起

軸軸軸箇軸

－ニ四

一
、
笠
臣
秀
吉
消
息

一
、
水
西
川
堂
凶
田
龍
村
竹
田
筆

一
、
下
筑
水
詩
頼
喪
筆
贈
菊
池
五
山

一
、
寓
於
環
春
亨
草
坪
畜

一
、
竹
田
山
陽
小
珠
巻

下
筑
水
詩
並
畜
氏
十
一
月
頼
喪
筆

菌
並
詩
回
能
村
行
田
筆

一
、
有
田
焼
皿
柿
右
衛
門
作

一
、
南
京
赤
檎
皿

巻軸軸軸軸

／ 

枚枚

講

演

曾

一
、
支
那
側
よ
り
制
似
た
る
一
克
冠
の
役

重

松

俊

章

題
目
を
簡
捷
に
ナ
る
錆
め
に
「
支
那
側
よ
り
観
た
る
元
起
の
役
」
と
し

た
が
買
は
元
宇
高
麗
そ
の
他
国
方
の
費
料
か
ら
観
た
元
冠
の
彼
を
述
べ
る

の
で
る
る
。
一
体
歴
史
上
の
出
来
事
は
資
料
の
出
蕗
に
由
て
其
の
確
貫
性

を
異
に
す
る
o
現
時
の
世
界
、
戦
局
に
於
て
も
米
・
英
・
蒋
等
の
反
桶
軸
側

の
職
局
の
報
道
な
ど
は
政
策
的
な
不
純
な
動
機
に
由
て
殊
更
に
事
貨
を
担

迭
又
は
歪
曲
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
殆
ど
そ
の
六
七
割
は
嘗
て
に
は
な
ら
ね
o

元
冠
の
場
合
で
も
敵
側
で
は
出
征
府
士
が
敗
職
を
糊
塗
せ
る
報
告
に
基
く



も
の
が
多
く
、
そ
の
職
局
に
関
す
る
限
り
、
直
々
に
し
て
信
用
に
値
し
な

い
鮎
が
多
い
－
日
本
側
の
資
料
で
も
参
戦
の
勝
士
が
職
功
を
誇
張
し
て
論

功
行
賞
に
領
地
や
荘
園
の
噌
加
を
狙
っ
た
や
う
な
者
も
あ
り
、
又
一
位
寺
側

の
古
文
書
な
ど
に
も
寺
祉
領
の
寄
進
討
的
に
よ
る
此
の
種
の
も
の
が
多
分

に
あ
る
ζ

と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
向
。

き
て
本
題
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
元
世
胞
は
至
一
冗
（
女
永
〉
二
年
に
高

麗
人
か
ら
日
本
と
の
通
交
の
容
易
な
る
事
を
聞
い
て
我
が
闘
に
使
節
を
訴

し
て
元
の
附
庸
藩
属
と
せ
ん
Lι

す
る
の
野
望
を
起
し
、
至
元
（
文
永
〉
三
年

姉
め
て
黒
的
・
股
弘
等
を
正
副
雨
使
と
し
て
高
麗
使
臣
に
抑
制
導
さ
せ
て
我

が
園
に
遣
は
し
た
が
、
高
麗
側
の
手
配
の
不
備
や
冬
期
の
難
航
な
ど
の
都

合
で
一
旦
引
還
へ
し
‘
更
に
至
一
克
五
年
九
月
に
再
出
援
し
て
、
翌
春
、
封

馬
に
到
着
し
た
も
の
与
、
島
司
に
拒
ま
れ
て
島
民
二
人
を
掠
め
去
っ
た
。

此
白
島
民
は
元
世
租
の
命
に
よ
り
其
年
九
月
高
麗
の
使
者
に
由
て
詮
還
さ

れ
た
が
、
元
は
使
節
波
遣
の
目
的
た
る
日
本
政
府
の
回
答
、
が
符
ら
れ
な
い

の
で
至
元
（
文
永
）
七
年
末
、
改
め
て
趨
夏
弼
を
使
節
に
任
命
し
翌
八
年

九
月
越
は
高
麗
を
出
帆
し
て
同
月
中
に
築
前
今
津
に
上
陸
し
て
太
宰
府
の

宰
巨
と
国
交
の
事
を
折
衝
し
た
．
併
し
彼
出
直
に
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
太
宰
府
の
使
位
十
二
人
を
倖
っ
て
一
亘
高
麗
に
蹄
還
し
た
。
か
〈

て
翌
九
年
E
月
此
の
宰
府
の
使
佐
一
行
は
一
克
の
書
扶
官
等
に
狩
は
れ

τ燕

京
に
往
っ
た
が
元
世
砲
は
訪
見
を
尤
さ
ず
、
同
年
三
月
之
を
日
本
に
廷
還

せ
し
め
た
。
之
に
つ
づ
い
て
同
年
四
月
越
良
弼
は
高
麗
か
ら
再
び
太
宰
府

に
凍
っ
て
前
年
提
出
の
図
書
の
回
答
を
求
め
た
が
建
に
要
領
を
符
ず
し
て

蹄
迭
に
つ
き
翌
至
元
（
文
永
）
十
年
三
月
元
廷
に
蹄
還
し
て
世
胞
に
使
命

棄

報

の
不
首
尾
を
奏
上
し
た
。
翌
歪
元
ハ
文
永
〉
十
一
年
の
丈
永
の
侵
冠
役
は

此
の
越
の
復
命
の
結
果
に
依
て
決
行
さ
れ
た
蒙
古
政
府
の
非
常
手
段
で
あ

っ
た
。
尤
も
世
租
は
之
よ
り
前
、
日
本
と
の
交
渉
が
失
敗
に
絶
つ
れ
場
合

の
侵
冠
計
萱
に
つ
い
て
は
可
な
り
周
到
な
手
配
を
定
め
、
本
閣
は
勿
論
高

麗
に
も
命
じ
て
造
舶
・
貯
糧
・
兵
備
等
を
整
へ
て
ゐ
た
か
ら
、
愈
々
日
本
と

の
交
渉
が
失
敗
に
障
す
る
と
至
一元
ハ
文
永
〉
十
一
年
三
月
刊
都
・
洪
茶
丘

等
に
命
じ
て
愈
々
日
本
侵
冠
の
命
を
下
し
、
五
月
に
は
元
の
東
征
軍
一
一
品

五
千
が
高
麗
に
到
着
し
、
（
高
麗
史
料
で
は
ニ
高
五
千
と
あ
る
か
ら
之
が

事
賓
ら
し
い
〉
高
麗
軍
八
千
と
合
し
、
之
に
梢
工
・
水
先
案
内
・
舵
手
等
六

千
七
百
人
を
加
へ
て
九
百
般
の
艦
船
に
乗
じ
て
同
年
十
月
初
め
封
馬
を
侵

し
同
月
午
、
引
っ
づ
い
て
萱
岐
や
松
浦
中
島
沿
岸
に
襲
来
し
て
到
る
慮
残

虐
を
悲
に
し
た
。
次
い
で
、
博
多
湾
に
来
襲
し
て
、
我
が
鎮
西
兵
圏
と
博

多
・
笛
崎
潰
相
、
赤
阪
方
面
で
撒
職
を
交
へ
た
上
そ
の
夜
は
志
賀
島
・
玄
海
島

な
ど
に
引
皐
げ
た
が
、
嘗
夜
苧
か
ら
翌
日
に
か
け
た
暴
風
雨
で
敵
の
艦
は

巌
壁
に
打
砕
か
れ
に
り
、
浅
瀬
に
乗
ム
げ
顛
覆
破
壊

L
て
文
永
役
の
元

り
伍
東
軍
は
大
敗

ι終
っ
て
翌
十
一
月
生
命
か
ら
ん
＼
高
麗
む
港
に
引
畢

げ
た
。
然
る
に
比
の
失
敗
に
も
懲
り
ず
一
万
世
施
は
翌
至
一
万
十
ニ
ハ
建
治

元
）
年
二
月
に
再
三
社
世
忠
・
一
何
文
著
等
の
使
節
を
我
が
園
に
渡
遣
し
て

入
立
を
要
求
し
た
の
で
北
僚
時
宗
は
九

3ι
を
鎌
倉
、
龍
ノ
口
に
斬
っ
て

そ
の
要
求
を
斥
け

r。
嘗
時
再
三
の
祇
使
に
謝
し
て
朝
廷
で
は
図
書
の
回

答
を
奥
へ
ら
れ
る
御
趣
旨
で
あ
つ
れ
が
闘
畳
寺
開
組
組
元
等
に
静
を
畢
ん

だ
時
宗
は
宋
に
同
情
私
有
ち
、
元
の
態
度
を
喜
ば
ず
朝
廷
の
勅
書
を
撮
り

つ
ぶ
し
て
元
へ
回
答
を
奥
へ
な
か
っ
た
。
此
の
頃
世
施
は
務
め
日
本
と
の

一
一
一
五



．鷲

報

交
捗
の
決
裂
に
備
へ
て
支
那
南
北
各
地
の
要
港
に
命
じ
て
佐
東
職
艦
の
建

迭
を
命
じ
叉
高
麗
に
旨
命
し
て
九
百
般
の
詑
船
や
兵
員
・
糧
飼
を
用
意
せ

C
め
れ
が
、
至
元
十
六
（
弘
安
一
一
）
年
六
月
語
文
虎
の
私
設
し
た
周
幅
緩

忠
等
の
遺
日
使
節
の
消
息
も
剣
定
せ
ず
加
ふ
る
に
其
年
八
月
社
世
忠
等
と

同
行
し
た
高
麗
の
梢
工
・
引
海
（
水
先
案
内
）
の
上
左
伊
一
沖
等
が
逃
げ

跨
っ
て
社
世
忠
・
何
丈
著
等
の
斬
殺
さ
れ
た
模
様
が
元
廷
に
停
へ
ら
れ
た

の
で
世
組
は
再
び
意
を
決
し
て
大
事
日
本
再
伍
の
大
軍
を
興
し
之
が
弘
安

四
ハ
至
元
十
八
）
年
の
再
度
の
蒙
古
の
襲
来
ざ
な
っ
て
現
は
れ
た
の
で
あ

る
．
比
度
の
元
軍
は
遼
東
高
麗
方
面
の
陸
路
か
ら
来
た
析
都
・
洪
茶
丘
・

金
方
慶
等
の
寧
ゐ
る
蒙
・
漢
ハ
北
支
人
）
・
麗
の
四
寓
の
東
路
軍
と
寧
波
か
ら

マ
ン
ヅ

出
帆
し
れ
苑
女
虎
李
庭
等
の
帥
ゐ
る
江
南
方
面
の
賢
子
軍
（
宋
軍
）
と
か

ら
成
り
そ
の
艦
加
の
総
裁
も
優
に
四
千
五
六
百
般
以
上
に
達
し
て
ゐ
た
．

始
め
東
路
軍
は
ま
岐
で
江
南
軍
と
合
し
て
日
本
本
島
に
侵
入
す
る
漁
定
の

庭
江
南
軍
の
到
着
が
延
び
れ
の
で
円
以
前
に
萱
岐
か
ら
博
多
湾
内
を
襲
ひ
此

の
沿
岸
で
日
本
軍
と
激
戦
や
交
へ
た
。
そ
の
中
、
江
南
軍
の
先
護
隊
は
安
岐

に
着
き
、
次
ゐ
で
共
の
本
隊
は
平
戸
に
到
着
し
て
博
多
と
松
浦
午
島
の
西

洋
と
で
日
元
雨
闘
軍
の
聞
に
乾
坤
一
郷
の
大
伐
職
が
闘
は
れ
た
の
が
弘
安

四
年
七
月
の
事
で
、
そ
の
月
末
頃
に
は
元
軍
ら
旗
色
漸
〈
悪
〈
博
多
際
宇

笠
岐
の
敵
軍
は
一
且
平
戸
に
集
結
し
、
更
に
鷹
島
に
移
つ
れ
が
八
月
朔
日

ハ
日
本
間
七
月
朔
）
例
の
紳
羽
の
来
裂
に
依
て
元
の
艦
船
は
そ
の
犬
宇
が

破
壊
沈
浸
し
た
の
で
桁
都
・
洪
茶
丘
・
金
方
毘
の
東
路
寧
の
統
帥
も
活
文
虎

・
李
庭
等
の
江
南
軍
の
元
帥
等
も
幸
に
竪
同
な
高
麗
船
に
乗
ど
て
、
部
下

婚
兵
の
大
部
分
を
置
去
り
に
し
て
生
命
か
ら
み
＼
朝
鮮
南
岸
に
遁
げ
蹄
つ

一
三
六

ち
ん
・
か
〈
て
平
戸
島
の
五
龍
山
下
申
松
浦
の
沿
岸
に
取
残
さ
れ
た
元
の
敗

残
兵
隼
は
鎮
西
武
士
の
痘
撃
に
逢
っ
て
、
家
・
漢
・
麗
の
出
身
兵
は
悉
〈
磁

滅
し
寵
さ
れ
僅
に
笹
子
軍
ハ
宋
兵
〉
の
一
部
が
奴
僕
工
匠
乏
し
て
鎮
西
武

士
の
間
に
島
列
記
さ
れ
た
．
後
、
と
れ
ら
の
敗
卒
中
の
子
問
・
英
背
・
英
高
五

な
ど
云
へ
る
者
が
支
那
に
遁
が
れ
跨
っ
て
詳
し
い
1

職
局
舟
報
告
し
て
か
ら

汎
〈
元
人
の
聞
に
も
弘
安
役
の
一
元
軍
敗
北
の
事
情
が
到
っ
て
？
元
史
日
本

博
な
ど
に
は
嘗
時
の
模
様
が
比
較
的
詳
細
に
記
述
さ
る
込
中
う
に
な
っ
れ

の
で
あ
る
。

元
世
組
は
弘
安
佼
後
も
依
然
と
し
て
日
本
経
服
の
野
心
を
棄
て
ず
、
心

あ
る
臣
下
の
諌
止
に
も
係
ら
ず
征
東
行
省
（
在
日
本
柚
刑
事
官
街
〉
を
高
麗

或
は
遼
東
な
ど
に
設
置
し
て
、
沿
海
各
地
で
佳
日
本
船
艦
を
建
造
し
て
之

を
一
時
の
便
宜
か
ら
南
北
支
那
聞
の
漕
米
船
に
利
用
し
て
ゐ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
中
安
南
守
縮
句
程
伐
の
役
に
累
は
ぎ
れ
て
塗
に
日
本
侵
冠

の
素
志
を
訴
す
の
止
む
な
き
に
立
到
っ
た
e
次
に
文
永
・
弘
安
雨
役
に
於

け
る
元
側
の
準
備
と
し
て
北
支
の
様
河
口
宇
揚
子
江
岸
・
漸
悶
沿
岸
な
ど

の
諸
港
で
多
数
の
舷
舶
を
建
治
し
た
結
果
首
時
の
支
那
造
船
技
術
の
費
遣

や
航
海
術
の
進
歩
な
ど
も
見
避
が
せ
な
い
。
次
に
此
の
頃
元
世
胞
は
畏
克

見
出
身
の
将
軍
阿
里
海
の
提
議
に
由
り
、
波
新
の
伊
見
汗
国
主
阿
八
恰
（

旭
烈
克
の
子
〉
か
ら
互
砲
の
製
作
匠
を
求
め
て
、
至
元
（
文
永
）
八
年
、

其
の
閣
か
ら
伊
斯
弱
音
〈
H
m
白
色
円
四
）
と
阿
老
瓦
丁
（
〉
H
a
d品
・
缶
ロ
一
名

阿
則
ト
丹
〉

5
1
8〉
の
雨
匠
を
得
て
、
之
等
の
技
術
を
利
用
し
て
旺
に

大
砲
を
製
造
し
て
之
を
前
線
に
利
用
し
た
・
南
宋
が
案
件
に
早
〈
敗
滅
し

れ
の
も
之
に
原
内
す
る
慮
が
多
い
の
で
あ
る
が
此
の
火
器
を
更
に
文
永
弘



安
雨
役
に
利
用
し
て
大
に
我
が
軍
を
悩
ま
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
一
元
世
組
忽
烈
汗
が
何
故
特
に
海
を
隔
て
た
遠
隔
の
地
た
る
日
本
の

紅
伐
を
執
劫
に
繰
返

L
て
回
以
後
ま
で
そ
の
素
志
を
蹴
さ
な
か
っ
た
か
と
い

ふ
こ
と
は
千
古
の
謎
で
あ
る
が
之
は
世
組
の
翠
な
る
酔
興
守
気
ま
ぐ
れ
で

は
な
く
何
か
そ
の
他
に
重
大
な
原
凶
が
あ
つ
れ
ら
し
い
。
征
服
慾
と
し

て
も
利
寄
り
打
算
上
引
合
は
な
い
v

。
仰
て
此
の
深
川
と
し
て
考
う
べ
き
は

南
宋
ヂ
契
丹
〈
遼
）
女
民
（
金
U

西
夏
な
ど
の
伍
服
の
結
果
に
よ
る
そ
れ

ら
各
閣
の
降
服
共
の
利
用
品
ヤ
後
始
末
を
つ
け
る
怨
め
に
前
後
二
回
の
日
本

襲
来
や
安
南
・
納
旬
・
国
民
脳
等
の
征
伐
の
原
肉
が
考
へ
ら
れ
る
。
併

L
之
は

皐
な
る
余
の
推
測
で
、
何
ら
之
に
封
ず
る
積
般
的
な
誼
患
は
今
日
迄
の
虎

接
見
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

尚
最
後
に
元
冠
役
左
大
東
亜
戦
と
の
比
較
論
宇
「
神
風
」
の
本
質
な
ど

も
論
じ
て
見
皮
い
v

の
だ
が
時
聞
が
な
い
の
で
省
略
す
る
ハ
昭
和
十
九
年
五

月
九
州
史
阜
大
曾
講
演
手
記
〉

一
、
異
木
和
泉
守
の
擦
夷
論
ご

世
界
秩
序
の
理
念

竹

同

教

授

ハ
内
容
は
本
志
三
十
三
輯
に
論
文
芝
し
て
掲
載
の
議
定
に
就
き
概
要
紹
介

を
略
す
〉

務

究

設

表

業

報

一
、
西
蔵
偽
数
起
原
考

庄

野

民

澄

西
蔵
悌
教
か
」
普
通
一
プ
マ
数
（
噺
麻
数
）
左
稽
し
て
ゐ
る
が
、
ラ
マ
之
は

発
語
の

E
g
g
即
ち
最
上
者
さ
云
ふ
義
で
、
借
院
の
上
座
若
〈
は
著
名
の

戸
高
僧
に
用
ひ
た
穏
携
で
あ
り
、
或
は
師
匠
即
ち
先
語
の

m
g
E
に
相
嘗
ナ
と

せ
ら
れ
、
此
が
途
に
は
紹
蛍
昇
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
無
上
の
理
訟
を
表

現
せ
る
者
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
、
更
に
他
の
意
味
が
附
加
せ
ら
れ
、
化
身
ラ

マ
の
思
想
ま
で
生
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
＠
掠
て
と
L

に
ラ
マ
教
が
何

時
西
識
に
俸
は
っ
た
か
に
つ
い
て
考
へ
て
見
皮
い
。
支
那
側
の
史
料
に
見

る
も
の
で
は
唐
の
太
宗
の
貞
観
十
五
年
文
成
公
主
が
西
競
王
弄
讃
玉
に
降

嫁
し
た
が
‘
乙
の
王
の
時
代
に
悌
教
が
停
は
っ
た
と
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ

は
所
謂
公
停
で
あ
っ
て
＠
そ
れ
以
前
に
私
停
と
も
一
再
は
る
べ
き
と
さ
が
俸

設
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
の
で
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
支
那
悌
教
乃
至
日
本
悌

教
の
停
燕
等
に
於
て
見
ら
れ
る
事
象
と
同
様
か
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
唐
代

以
前
の
支
那
の
扶
態
或
ひ
は
五
、
六
世
結
頃
の
印
度
の
朕
態
等
か
ら
推
し

て
、
弄
讃
王
出
現
前
す
で
に
私
的
に
、
悌
教
徒
或
は
悌
教
徒
な
ら
ぬ
商
人

等
の
手
に
よ
ワ
て
悌
像
が
も
た
ら
さ
れ
、
或
は
備
典
が
惇
へ
ら
れ
た
乙
と

を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ら
う
e

か
く
し
て
悌
教
な
る
も
の

が
西
識
に
於
て
徐
々
に
基
礎
づ
け
ら
れ
育
成
せ
ら
れ
て
、
弄
讃
玉
の
時
に

至
っ
て
一
度
に
開
花
し
て
そ
の
全
貌
を
接
揮
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
吾

人
は
弄
讃
王
時
代
に
悌
散
の
公
停
を
認
め
な
が
ら
も
、
西
蔵
備
敬
の
起
原

に
つ
い
て
は
そ
れ
以
前
に
捌
り
う
る
乙
と
を
指
摘
し
た
い
1
0

（
本
人
手
配
〉

一
二
七



義

報

一
、
劉
錫
鴻
の
「
英
特
有
弘
記
」
に
つ
い
て

本

村

1E 

劉
錫
鴻
は
庚
東
昏
再
臨
．
の
産
．
清
光
緒
元
年
駐
英
公
使
館
副
使
と
な
り
、

光
緒
四
年
駐
徳
公
使
に
輔
ず
。
本
書
は
英
閣
の
政
敬
・
風
習
に
関
す
る
在

英
中
の
見
開
銀
で
あ
る
が
、
西
洋
文
物
に
劃
す
る
偏
見
曲
解
の
砂
き
の
み

な
ら
ず
、
却
っ
て
此
を
静
美
す
る
所
が
多
い
。
例
せ
ば
、
そ
の
政
体
を
評

し
て
、
官
に
元
官
な
く
民
に
遊
民
な
〈
、
官
と
民
と
意
志
疏
湿
し
‘
政
制

官
仁
に
し
て
枇
曾
に
繁
文
虚
麗
の
風
な
き
を
以
て
善
治
な
り
と
云
ひ
、
特

に
教
育
制
度
の
完
備
晋
及
し
、
閣
民
の
教
養
講
求
の
念
旺
盛
に
し
て
そ
の

程
度
の
高
き
を
稽
揚
し
、
英
国
の
宮
彊
を
致
せ
る
此
に
基
〈
乙
と
を
指
摘

す
る
・
尤
も
彼
は
圏
内
政
治
の
賓
際
的
方
面
に
多
奥
せ
る
こ
と
な
〈
、
故

に
そ
の
西
欧
文
物
穂
積
も
抗
接
に
は
洋
務
史
上
何
ら
の
成
果
b
しも
遣
さ
ざ

り
し
も
、
撰
夷
排
外
の
思
州
出
狛
股
烈
な
清
末
に
於
け
る
一
部
知
識
人
の
進

歩
的
傾
向
を
測
る
一
例
と
し
て
み
る
時
、
一
一
刷
に
値
ひ
す
と
謂
ふ
可
ミ
ず
で

あ
ら
う
・
ハ
本
人
手
記
〉

一
、
本
居
宣
長
の
中
世
的
傾
向

城

稿

勇

氏

（
梗
概
省
略
〉

• 

国

史

皐

曾

国

史

関

係

事

項

一
二
八

新
入
皐
ん
年
生
歓
迎
合

昭
和
十
八
年
十
月
入
車
々
生
歓
迎
曾
を
十
月
二
十
三
日
第
二
畢
生
集
曾
所

に
て
行
ふ
・
出
席
者
は
竹
岡
敬
授
を
始
め
、
井
上
古
賀
副
手
ニ
・
三
年
事

生
に
て
新
入
畢
生
上
杉
伸
生
君
、
近
藤
典
ニ
君
、
松
津
美
作
君
、
周
回
謙
蔵

君
、
鈴
木
信
君
、
寺
下
長
義
君
、
栖
山
光
五
郎
君
を
迎
へ
盛
曾
で
あ
っ
た
。

一新
制
大
皐
院
研
究
生
入
嵐
官

十
一
月
一
日
新
制
大
事
院
研
究
生
と
し
て
昭
和
十
年
度
闘
史
科
卒
業
の
西

尾
陽
太
郎
馬
及
び
井
上
忠
副
手
を
国
史
事
研
究
室
に
迎
ふ
。

図

史

観

究

曾

昭
和
十
九
年
度
国
史
研
究
合
一
月
廿
日
ハ
木
曜
〉
第
一
回
研
究
舎
を
演
習

室
に
聞
く
。
稲
津
議
吉
の
「
車
問
の
す
L

め
」
を
中
心
と
し
て
明
治
一
位
曾

思
恕
研
究
を
毎
週
金
曜
日
午
後
関
し
ζ

と
に
決
定
、
四
月
下
旬
ま
で
離
績

ナ。

第
一
回
研
究
後
表
曾

四
月
十
四
日
、
三
長
閣
に
て
研
究
護
表
曾
を
開
〈
。

一
、
時
代
匿
分
の
一
考
察

t

三
年

一
．
宜
長
の
徳
川
幕
府
観
に
就
い
て
二
年

一

、

史

串

研

究

の

一

考

察

一

年

竹
田

E
丹
君

高
橋
正
信
君

近
藤
典
ニ
君

第
二
同
研
究
後
表
曾



四
月
二
十
四
日
コ
一
年
庄
川
中
庄
介
君
に
名
替
の
召
集
燕
り
舵
行
曾
を
乗

ね
て
研
究
護
表
曾
を
開
〈
。

一
、
紳
代
概
念
の
成
立

年

川

中

庄

介

君

わ
が
園
睦
は
人
間
行
震
の
最
大
奇
蹟
で
、
そ
の
淵
源
は
既
に
上
代
に
一

臆
完
成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
乙
L

に
上
代
史
研
究
の
意
義
が
あ
る
が
、

そ
の
．中
で
最
も
根
本
的
な
問
題
は
紳
代
史
の
概
念
が
成
立
し
た
事
で
あ
ら

う
．
乙
の
概
念
が
成
立
し
た
年
代
は
寓
葉
集
に
見
る
に
大
体
に
於
て
大
化

改
新
の
前
後
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
時
間
的
に
は
過
去
、
即
ち
紳
代
七
代

の
語
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
空
間
的
に
は
高
天
原
を
指
ず
に
至
っ
て
居

る
。
か
〈
て
神
代
と
人
聞
の
代
と
は
一
臆
分
裂
す
る
の
で
あ
る
が
そ
れ
は

現
身
で
あ
り
な
が
ら
神
な
が
ら
、
現
人
神
と
し
て
君
臨
さ
れ
る
神
謹
な
る

権
威
の
万
世
一
系
の
連
績
に
よ
っ
て
、
再
び
結
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
闘
民
は
と
の
神
嬰
の
御
仕
業
に
参
加
す
る
ζ

と
に
よ
り
永
遠
性
を

乙
の
地
上
に
於
て
得
る
の
で
あ
っ
た
。

か
く
て
紳
代
概
念
成
立
の
意
義
は
、
擢
威
を
理
論
的
な
形
に
於
て
見
出

ナ
に
非
ず
し
て
、
過
去
に
質
現
さ
れ
に
も
の
と
し
て
受
取
ら
ん
と
す
る
日

本
復
古
運
動
の
一
原
型
で
あ
り
、
わ
が
闘
に
於
け
る
人
間
存
在
の
紳
翠
観

が
そ
り
基
体
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

宮
地
獄
の
出
土
品
図
賓
見
皐

四
月
サ
九
日

天
長
節
の
式
後
竹
同
教
授
を
始
め
‘
古
賀
副
手
西
尾
研
究

嚢

報

生
、
榊
原
氏
、
近
藤
、
上
杉
、
松
津
の
諸
君
参
加
・
竹
岡
教
授
の
御
詑
明

に
て
我
国
上
代
の
工
護
品
を
鑑
賞
、
岬
町
路
を
省
線
繭
問
騨
ま
で
歩
き
天
長

節
の
佳
毎
日
を
一
日
有
意
義
に
温
ナ
。

向
学
生
の
入
管
及
び
熔
召

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
の
皐
徒
出
陣
に
我
が
国
史
料
よ
り
三
年
生
で
は

西
高
辻
信
貞
君
、
二
年
で
は
浦
撞
夫
君
、
波
多
江
一
俊
君
、
一
年
で
は
岡

田
謙
蔵
君
、
鈴
木
信
君
、
寺
下
長
義
君
、
楢
山
光
五
郎
君
を
詮
る
円
四
月
二

十
四
日
に
三
年
生
川
中
庄
介
君
を
、
五
月
廿
六
日
に
三
年
生
，竹
間
正
丹
君

に
名
替
の
召
集
採
る
。

, 

九

州

支

那

皐

曾

日
野
助
教
授
に
は
二
月
廿
七
日
よ
り
一
個
月
串
術
研
究
の
信
満
洲
・
蒙

墜
事
北
に
御
出
張
、
そ
の
間
奉
天
・
新
京
・
熟
河
・
北
京
・
大
同
・
張
家
口
各

一地
を
歴
て
三
月
廿

λ
日
時
串
せ
ら
れ
た
・
仰
て
四
月
十
三
日
畢
生
集
合
所

に
歓
迎
舎
を
開
催
、
楠
本
・
目
加
田
・
日
野
・
松
枝
・
小
林
五
教
官
制
何
回
S

抽
出

席
、
問
先
生
の
族
行
談
を
拝
聴
、
更
に
晩
餐
を
借
に
し
つ
L
諸
先
生
の
支

那
抜
行
追
憶
談
あ
り
、
歓
談
の
後
散
舎
。

西

洋

史

問

中

郡

究

曾

臨
時
講
義
の
た
め
御
燕
事
の
千
代
田
謙
先
生
歓
迎
曾
を
朱
ね
て
六
月
九

目
撃
事
部
裏
愛
曾
館
広
開
催
、
左
記
の
紹
介
が
あ
り
、
と
れ
に
つ
い
て
千

代
田
先
生
の
種
々
有
盆
な
る
御
批
評
を
拝
聴
、
さ
ら
に
問
先
生
よ
り
「
立

一
二
九

a



禁

報

体
史
観
に
就
い
て
」
と
越
す
る
御
詩
・
引
を

い
た
ど
い
た
。

ζ

L

に
諮
ん
で

先
生
に
深
誌
の
滞
立
を
表
す
る
。

ハ

讃
井
〉

陸
、
吋
P
己
HHロ
F
HE
Q
H
g
u
句
。
円
い
戸
ロ
問
。

HVPHHJW0
・

ロω戸廿
moHH＠

HWロロ
A
mor
pg
・
出
品
・

ωω∞
・
（
一

5ωω
〉

小

林

柴

良E

「
史
料
批
州
の
接
民
期
に
お
け

る
」
と
い
ふ
削
題
が
示
す
や
う
に
、
ラ

シ
ケ
の
史
料
批
判
的
方
法
が

フ
ラ
ン
グ
フ
ル
ト
・
ア
シ
・
デ
ル
・
ォ

l
F
ル

の
ギ
ム
ナ

1
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
寅
際
の
敬
育
体
験
と
密
接
な
聯
闘
を
有
す

る
こ
と
を
強
制
し
た
も
の
で
、
史
亭
史
的
に
深
今

の
あ
る
論
引
で
は
な
い

が
、
一
家
言
と

L
て
傾
聴
す
べ
き
も

の
を
も
合
ん
で
ゐ
る
。
ま
づ
ヘ
ル
マ

シ
・
オ
ン
ケ
シ
の
好
著
「
一ブ
シ
ケ
の
初
期
」
も
オ
シ
ケ
シ
自
身
か
う
し
た
、
費

際
的
授
業
経
験
に
乏
し
い
た
め
肝
腎
の
点
の
解
明
が
不
充
分
で
あ
る
と
断

じ
「
近
世
史
家
批
判
」
（
一
八
ご
同
年
〉
の
な
か
で
ラ
ン
ケ
が
「
歴
史
は
目
聖

者
の
報
告
に
も
と
づ

V

て
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
の
史
料
が
さ
う

L

た
報
告
の
代
り
に
な
る
の
は
、
そ
れ
が
目
撃
者
の
報
告
か
ら
取
衆
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
ひ
は
何
ら
か
本
源
的
な
知
識
に
よ
っ
て
さ
う
し
た

報
告
と
同
様
な
も
の
に
な
っ
た
場
合
に
か
ぎ
る
」
と
述
。へ
た
史
料
批
判
の

原
理
は
、
純
粋
な
農
型
旅
求
よ
り
も
む
し
ろ
主
と
し
て
歴
史
授
業
の
質
際

か
ら
、
串
校
に
お
け
る
敬
育
上
の
必
要
か
ら
生
れ
た
も
の
で
、
乙
の
駄
が

今
ま
で
見
落
さ
れ
た
原
内
の
一
部
は
後
年
の
ラ
ン
ケ
の
立
族
化
的
傾
向

阿南山

m
g
w
g巳回目。同
O
ロ門目。出．
O
H
m

－
4

ロ問。
υ

に
あ
り
、
と
の
傾
向
は
ド
イ
ク
の
専

一一一一

O

門
史
家
に
弧
〈
彰
怨
し
た
と
リ
ュ
1
ル
マ
ン
は
主
張
す
る
。
す
な
は
ち
ウ

ォ
l
ル
タ
・
ス
コ
ッ
ト
流
の
歴
史
小
説
苧
自
由
保
守
の
政
見
ヤ
へ

I
ゲ
ル
的

な
国
家
哲
皐
な
ど
に
よ
っ
て
歴
史
事
貨
が
恋
意
的
に
取
扱
は
れ
る
ζ

と
に

劃
し
て
、
ラ
ン
ケ
は
質
際
に
生
徒
を
指
導
す
る
よ
か
ら
、
根
本
的
な
史
料

そ
の
も
の
に
遡
る
こ
と
こ
そ
円
以
一
良
の
方
法
で
あ
る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
、

と
さ
れ
る
。
し
か
し

p
ュ
1
ル
マ
ン
の
主
張
す
る
苧
う
に
賓
際
の
授
業
経

験
が
主
凶
で
あ
る
な
ら
ば
‘
賞
時
の
ギ
ム
ナ

1
ジ
ウ
ム
の
歴
史
科
教
師
は

皆
か
う
し
た
史
料
批
判
に
到
達
し
た
筈
で
あ
る
、
と
い
ふ
反
割
論
も
成
り

立
ち
え
よ
う
。
ま
た
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
お
け
る
ラ
シ
ケ
の
師
ゴ
ヅ
ト
フ
，
ー

ト
・
へ
ル
マ
ン
宇
品

1
ア
ー
ル
の
影
響
を
重
視
す
る
奮
試
に
劃
し
て
「
な

る
ほ
ど
、
さ
う
し
た
事
貨
も
直
魔
的

G
E
E民
る
に
は
嘗
っ
て
ゐ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
遁
か
に
強
度
に
、
敬
育
的
事
情
、
賓
際
的

な
授
業
上
の
必
要
乙
み
ラ
シ
ケ
た
し
て
中
世
史
や
近
世
史
の
領
域
仔
お
レ

て
も
史
料
に
遡
源
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る

p
ュ
1
ル
マ

Y
の
立

言
も
「
直
畳
的
」
の
語
義
が
明
確
を
依
ぎ
、
我
々
を
充
分
に
納
得
せ
し
む

る
に
は
足
り
な
い
中
う
で
あ
る
申

一
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ュ
ッ
ツ
エ
ラ
ー

「
バ
ロ
ッ
ク
翻
の
鑓
濯
」
に
つ
い
て

〈り
o
z
z
o
F
0
．4
E
E
O
C
M
V
H
H円
m
m
o
v
zコ
同
位
一
司

F
Z
g
g
g
円三
mm⑦
H
g
o
r
p

コロ・。。日
E
o
m

m
o
g
V－
2

－H
Z
L∞
∞
∞
・
所
載
）

松

所
間
「
バ
ロ
ッ
ク
的
な
る
も
の
」
の
本
質
的
性
格
が
、
十
九
世
紀
中
葉

垣

裕



以
降
現
代
に
至
る
迄
、
ど
の
や
う
に
観
ら
れ
て
来
た
か
、
又
そ
の
観
察
の

方
法
は
如
何
な

る
設
展
の
道
を
進
ん
で
来
た
で
あ
ら
う
か
、
と
い
ふ
問
題

を
取
上
げ
、
パ
ロ
ツ
グ
研
究
の
先
駆
者
ヤ
コ
プ
・
プ
ル
ク
ハ
ル
ト
か
ら
ず
ェ

ル
フ
リ
ン
、
フ
ラ
シ
グ
ル
、
プ
リ
ン
タ
マ
シ
を
経
て
ウ
イ
リ
イ
・
ド
ゥ
ロ
ス

ト
迄
、
二
十
数
名
の
研
究
家
の
所
論
を
筒
皐
に
紹
介
批
判
し
そ
の
肇
展
段

階
を
跡
づ
け
よ
う
と
試
み
る
。

リ
ュ
ツ
グ
エ
ラ
ー
は
、
パ
ロ
ッ
ク

観
の
表
旧
民
段
階
を
類
却
化
す
る
に
嘗

り
、
そ
の
出
費
駄
を
美
術
、
就
中
建
築
及
び
詑
形
美
術
に
闘
す
る
研
究
叙

越
の
み
に
限
定
し
、
文
革
に
於
け
る
「
パ
ロ
ツ
グ
」
は
非
体
系
的
な
も
の

と
し
て
以
上
り
な
い
1

。
彼
の
述
べ
る
所
に
依
れ
ば
‘
先
づ
バ
ロ
ッ
ク
の
も

つ
表
面
的
な
償
値
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
試
み
か
ら
パ
ロ
ッ
ク
ず
究
は
始

め
ら
れ
、
第
二
に
倍
々
の
具
体
的
な
美
術
形
式
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
段

階
に
遜
今
、
第
三
に
形
式
の
中
に
内
在
す
る
精
神
的
な
意
味
内
容
を
究
め

よ
う
と
す
る
段
階
に
、
最
後
に
そ
こ
か
ら
美
術
、
文
事
等
を
包
括
す
る
全

文
化
の
時
代
精
神
的
基
盤
と
し
て
の
世
界
感
情
〈
君
。
］
高
ぇ
t
r
J

と
そ
、

バ
ロ
ッ
ク
の
本
質
で
あ
る
と
す
る
綜
合
的
な
パ
ロ
グ
グ
観
に
到
達
し
た
、

と
さ
れ
る
。

最
後
に
彼
は
、
、
諸
々
の
段
階
、
種
々
な
串
設
に
合
ま
れ
る
問
題
を
能
ふ

限
m
p
庚
範
囲
に
探
究
し
、
登
展
史
的
諸
問
題
と
し
て
、
（
一
〉
以
ロ
グ
グ

は
如
何
に
し
て
ゴ
チ
ッ
ク
、
ル
ネ
ツ
ザ
ン
ス
、
ロ
コ
コ
と
直
則
さ
れ
る
か
、

ハ
ニ
〉
バ
ロ
ッ
ク
は
古
い
段
階
を
代
表
す
る
か
、
そ
れ
と
も
新
し
い
段
階

を
代
表
す
る
か
、
三
一
一
）
バ
ロ
ッ
ク
に
於
て
民
族
は
ど
の
中
う
な
影
響
を

奥
へ
た
か
、
（
四
）
凡
て
の
惑
術
に
共
遁
な
要
素
と
し
て
の
「
パ
ロ
グ
ク

業

報

的
な
る
も
の
」
と
は
、
何
を
意
味
す
る
か
、
ハ
五
）
パ
ロ
グ
グ
は
現
在
の

我
々
の
精
神
的
な
立
場
か
ら

E
の
中
う
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
か
、
ハ
六
〉
パ

ロ
グ
ク
が
人
聞
に
劃
し
で
も
つ
永
久
的
な
意
義
と
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
w

ふ
六
つ
の
問
題
を
提
出
す
る
。

彼
の
説
〈
と
こ
る
は
、
従
燕
行
は
れ
た
串
設
の
紹
介
と
い
ふ
貼
で
は
極

め
て
常
識
的
で
あ
り
、
接
展
段
階
の
類
型
化
の
方
法
に
も
、
そ
れ
自
体
問

題
と
な
る
べ
き
駄
が
見
出
さ
れ
る
が
、
彼
の
提
出
し
た
問
題
は
今
後
の
研

究
に
取
っ
て
甚
だ
合
む
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

史
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皐
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地

理
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然
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時
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史
畢
史
的
研
究
特
講
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西
洋
近
世
哲
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